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「仮説」
探究のプロセスにおける「課題の設定」「情報の
収集」「整理・分析」「まとめ・表現」「振り返り」の過
程を指導する中で、どのような姿になってほしいか、
どのような取組をしてほしいか、を生徒に具体的に
示していくことが重要だと考えた。そして、生徒の取
組を可視化し、共有するとともに、折に触れて、
フィードバックをしていく必要があると考えた。

「実践」
①Excel進捗シートを活用した、「課題の設定」
「まとめ・表現」「振り返り」の内容の共有を行った。
指導の際には振り返りの文字数を表示するようにし、
最初に文字数、次に内容の質に着目して価値付
けを行った。
②チャットを活用して「情報の収集」や「整理・分
析」の内容の共有を行った。指導の際には、どのよ
うな情報を収集して課題を解決しているのか、
チャットを見ることで、情報収集の仕方を学ぶ機会
にすると同時に、内容が整理されているアウトプット
には、教師から価値付けを行った。

「成果」
①振り返りの文字数が大きく増加した。当初は
最大100字程度だったが、1000字を超える生徒
も見られるようになった。
②探究のプロセスにおいて、生徒は他者の参照
を通して、自ら学ぶ力を身に付けてきている。
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数学科の授業では、生徒一人ひとりが自分のペー
スで課題に向き合うことができるよう、授業の時間の
多くを生徒が自主的に学ぶ時間に充てている。その
際、生徒の学びが孤立した学びとならないよう、その
進捗をクラウド上のシートで共有している。

この進捗シート（①）上には、生徒一人ひとりが
自身のめあてを入力し、目的をもって学習を行うこと
ができるようにしている。また、生徒がよりよい学び方
を身に付けることができるよう、振り返りも共有してい
る。
達成度を入力することで、教師が支援や指導を行
うための指標としたり、生徒が分からない問題につい
て、他者に質問するための指標としたりしている。

MicrosoftTeamsにおけるチャット（②）を、学
習の過程を共有するためのプラットフォームとして活用
している。考えたことや気付いたことを生徒が自ら発
信したり、投稿された情報を見て自身の学びにつな
げたりすることができる。

他者の取組から自身の学びにつなげたことで生じた
変容もチャットを通して見取ることができる。クラスの
中で進んでいる学びがチャットによって可視化され、そ
のことが生徒の新たな学びにつながると感じている。

今後も、生徒が自ら学んでいくことができる力を身
に付けられるよう、生徒が主体的に学ぶ授業デザイ
ンを研究していく。


